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 令 和 ５ 年 １ 月 3 1 日 提 出  

案 件 担 当  

部 課 等  
都 市 環 境 部 都 市 計 画 課  

案 件 名 称  

三 浦 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 制 限 に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 基 本 方 針 に つ

い て  

部 門 経 営  
会 議 で  
審 議 し た 日  

令 和 ５ 年 １ 月 3 0日  

資 料 の 有 無  ■ 有       □ 無  

審 議 依 頼 事 項  

 三 浦 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 制 限 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 基 本 方 針 を 別 紙 の と お り 決 定 す る こ と

に つ い て  

現 状 と 課 題  

城 ヶ 島 西 部 地 区 に つ い て 、 観 光 地 と し て の 発 展 ・ 活 性 化 を 図

り 、 地 域 住 民 や 来 訪 者 が 安 全 に 居 住 ・ 滞 在 で き る 環 境 を 実 現 す

る た め 、 国 際 競 争 力 の 強 化 に 資 す る 宿 泊 施 設 の 整 備 や 、 災 害 時

の 迅 速 な 避 難 に 資 す る 都 市 基 盤 施 設 の 整 備 を 、 地 域 の ニ ー ズ を

踏 ま え て 推 進 す る こ と に よ り 、 安 全 で 賑 わ い の あ る 地 区 の 形 成

と 、 国 際 的 な 経 済 活 動 の 拠 点 形 成 を 図 る こ と を 目 標 に 、 国 家 戦

略 特 別 区 域 法 第 2 1 条 の 規 定 (都 市 計 画 法 の 特 例 )に 基 づ く 手 続

を 経 て 、 地 区 計 画 を 決 定 し た 。  

決 定 後 の 地 区 計 画 の 内 容 を 実 現 す る た め に は 、 建 築 基 準 法 第

6 8 条 の ２ の 規 定 に 基 づ き 、 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の

制 限 に つ い て 条 例 で 定 め る 必 要 が あ る 。  

な お 、 建 築 基 準 法 第 6 8 条 の ２ 第 ５ 項 で は 、 当 該 地 区 計 画 の

区 域 の 特 性 に ふ さ わ し い 土 地 利 用 の 増 進 等 の 目 的 を 達 成 す る た

め に 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 、 国 土 交 通 大 臣 の 承 認 を 得 て 、 建

築 物 の 用 途 の 制 限 を 緩 和 す る こ と が で き る と さ れ て い る 。 今 回

の 改 正 で は 、 区 域 内 の 一 部 の 地 区 に お い て 建 築 物 の 用 途 の 制 限

を 緩 和 す る た め 、 国 家 戦 略 特 別 区 域 法 第 1 6 条 の ２ の 規 定 （ 建

築 基 準 法 の 特 例 ） に 基 づ き 、 国 土 交 通 大 臣 の 承 認 を 得 た 。  

〔 R 4 . 1 2. 2 2： 国 家 戦 略 特 別 区 域 法 に 基 づ く 区 域 計 画 の 変 更 認 定 〕  

〔 R 5 . 1 .2 0： 都 市 計 画 法 に 基 づ く 都 市 計 画 の 決 定 告 示 〕  

案 件 担 当 部 課 等 の 見 解  

 別 紙 、 基 本 方 針 の と お り 三 浦 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建

築 物 の 制 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 し た い 。  

審 議 決 定 後 は 、 令 和 ５ 年 第 １ 回 三 浦 市 議 会 定 例 会 に 議 案 と し

て 提 出 す る こ と と し た い 。  



総 合 計 画 及 び 予 算 と の 関 係  

総 合 計 画  大 綱 ３  住 み 心 地 の よ い 都 市 を め ざ し て  

目 標 ６  快 適 で 安 全 性 の 高 い 生 活 基 盤 の 整 備  

施 策 １  適 切 な 土 地 利 用 計 画 の 推 進  

備 考  説 明 員  潟 岡 都 市 計 画 課 都 市 政 策 担 当 課 長  

羽 白 都 市 計 画 課 都 市 計 画 Ｇ Ｌ  

 


